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１．方針の策定にあたって 

（１）背景と目的 

本町の町立幼稚園では、矢吹町教育大綱に基づき、人づくりの基本である幼児教育・

学校教育の充実に取り組んでまいりました。 

しかし、全国的に人口減少及び少子高齢化が進行するなか、本町においても町立幼

稚園の園児数が減少を続けており、今後も減少が進めば、子ども同士の人間関係や社

会性の育成、望ましい幼児教育のあり方、また町立幼稚園の運営全般に影響を与える

ことが考えられます。 

このような状況を受けて、園児数の見通しから将来のニーズを予測し、アンケート

やワークショップを通じて保護者及び地域住民のご意向を受け止めたうえで、町立幼

稚園の適正な規模及び適正な配置のあり方について矢吹町学校規模適正化検討委員

会に諮問を行い、答申を受けました。 

この答申を踏まえ、町立幼稚園においてよりよい教育環境を整備し、充実した幼児

教育の実現に資することを目的として、矢吹町立幼稚園の適正規模・適正配置の基本

方針（以下、「本方針」という。）を策定しました。 

 

（２）本方針の位置づけ 

本方針は矢吹町まちづくり総合計画及び矢吹町教育大綱に紐づくものであり、今後、

本方針に基づき具体的な配置方針等を示す（仮称）適正規模・適正配置計画を策定す

る予定です。 

 

【各種計画及び本方針の位置づけ】 

   

矢吹町まちづくり総合計画
・・・まちづくりの方向性を示す町の最上位計画

矢吹町教育大綱
・・・幼児教育・学校教育の目指す基本的な方向性を示す

矢吹町立幼稚園の適正規模・適正配置の基本方針
・・・町立幼稚園の適正規模・配置の方針を示す

第四次矢吹町教育振興基本計画
・・・施策の実施計画を示す

（仮称）適正規模・適正配置計画
・・・町立幼稚園の具体的な配置方針等を示す

※今後策定予定

個別分野の計画等
（子育て支援、学校教育、生涯学習、文化財、スポーツ等）
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２．町立幼稚園の現状と課題 

町立幼稚園の状況、園児数の見通し、保護者及び地域住民のご意向を把握したうえで、

今後の町立幼稚園のあり方に関する課題を整理します。 

 

（１）町立幼稚園の状況 

町立幼稚園は、町の西部に矢吹幼稚園、中央北部に中央幼稚園、中央南部に中畑幼

稚園、東部に三神幼稚園が位置しています。 

また、いずれの園も築 30 年を経過しており、施設の老朽化が一定程度進んでいま

す。 

各園の園児数としては中央幼稚園が最も多く 85人となっているものの、その他 3園

では園児数が 40人を下回っています。また、矢吹幼稚園及び三神幼稚園においては 1

学級の園児数が 10人を下回る状況が見受けられています。 

 

【町立学校・幼稚園の学区地図】 

【町立幼稚園一覧】 

園名 所在地 建築年度 経過年数 定員数 園児数 学級数 

矢吹幼稚園 大町 184番地 10 S63年度 築 34年 110人 37人 3学級 

中央幼稚園 一本木 85番地 1 S53年度 築 44年 180人 85人 5学級 

中畑幼稚園 根宿 520番地 1 S54年度 築 43年 90人 35人 3学級 

三神幼稚園 神田西 130番地 1 S52年度 築 45年 90人 38人 3学級 

※令和 4年 4月 1日現在 
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（２）町立幼稚園の園児数の推移と見通し 

町立幼稚園の園児数について、過去の推移と今後の見通しを把握します。 

 

① 園児数の推移 

町立幼稚園の園児数は右肩下がりで推移しています。平成 20 年度には 289 人で

あったところ、令和 4年度には 195人となっており、14年間で約 7割となっていま

す。 

【園別の園児数の推移】 

 
② 園児数の見通し 

町立幼稚園の園児数は今後も減少が続くと見込まれています。5年後の令和 10年

度には 4園の園児数の合計が 95人となる見込みであり、また、中畑幼稚園、三神幼

稚園では各園の園児数が 10人前後となると見込まれています。 

 

【園別の園児数の見通し】 
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（３）保護者及び地域住民のご意向 

保護者アンケート及びワークショップを通じて、保護者及び地域住民のご意向を把

握しました。 

 

① 保護者アンケート 

町立幼稚園の適正な規模及び適正な配置に向けた検討を行うにあたり、保護者の

ご意見をお聞きするため、町内在住の未就学児及び小学校 3年生までの保護者を対

象として保護者アンケートを実施しました。 

概要は以下のとおりです。 

＜調査の概要＞ 

調査地域：矢吹町全域 

調査対象：矢吹町内在住の 0歳児から小学校 3年生の児童の保護者 

（対象児童数 1,238名、対象世帯 818世帯） 

調査期間：令和 4年 11月 9日（水）～11月 20日（日） 

回答方法：WEBアンケート（Microsoft forms）又は紙調査票による回答 

回収状況：WEBアンケートによる回答 414件、紙調査票による回答 1件 

 

【保護者アンケートの結果概要】 

設問内容 主な回答 

園児数が減少し幼稚園が小規模化す

るなかで不安に感じる点 

最多回答：「運動会や発表会等の行事が成り立たなくなる」 

次点：「教育や学びの幅が小さくなる」「園児間のつながり

が希薄になる」（同率） 

今後の幼児教育において望ましいと

思う１学級あたりの園児数 
最多回答：「11～20人」 

１学級あたりの園児数が望ましいと

考えられる理由 

最多回答：「園児一人ひとりに目が行き届くから」 

次点：「集団での遊びや学びの機会が増えるから」 

町立幼稚園の適正な規模及び適正な

配置に向けた今後の取組の方向性に

ついてのご意見 

最多回答：「より良い教育環境の整備のためには、幼稚園の

統合もやむを得ない」 

町で実施している子育て支援策のう

ち満足度の高い施策 

最多回答：「18歳までの医療費助成事業」 

次点：「副食費（おかず代）の助成」 

町で実施している子育て支援策のう

ちより充実させてほしい施策 

最多回答：「出産祝金・祝品事業」「18歳までの医療費助

成事業」「副食費（おかず代）の助成」（同率） 

次点：「多子世帯の幼稚園・保育園等保育料負担軽減事業」 

今後実施してほしい子育て支援策 

ソフト：補助金・助成金による支援、一時預かり等の拡充、

親同士の交流の場の創出 

ハード：子どもの遊び場の整備 
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② ワークショップ 

町の子育て世帯への支援状況や保育・教育の現状について説明し、町内在住の子

育て世帯の方々と意見交換を行い、アイデアを取りまとめて今後の子育て支援策等

に反映させることを目的として、ワークショップを開催しました。 

概要は以下のとおりです。 

＜開催の概要＞ 

開催日時：令和 4年 12月 11日（日） 

開催場所：矢吹町複合施設 KOKOTTO マルチルーム 

参 加 者：13名 

開催内容：講義「子育て世帯への支援状況と保育・教育の現状について」及び 

ワーク「町の子育て支援策について」「教育・保育…子どもたちの未来

へ」 

 

【ワークショップでいただいたご意見の概要】 

ワーク カテゴリ 行政による検討事項 地域住民との協働による検討事項 

ワーク１ 

町の子育て

支援策につ

いて 

子育て支援策 

・子育て世代に寄り添った育児関連

物品の支援について 

・預かり保育制度の理解及び利用普

及について 

・予防接種助成拡充について 

・使わなくなった育児関連物品の提

供 

・父親を対象とした子育て支援策は

どのようなものがあるか意見をも

らいながら考える 

・子どもの居場所（子ども食堂など）

さらなる拡充を進める 

交流・相談の場 

・子育て関連施設での相談体制の充

実化について 

・子ども家庭総合支援拠点の整備 

・同世代の子育て世代や地域のお年

寄りとの触れ合いの機会づくり 

・子育てサークル活動による交流の

場づくり 

情報発信 

・子育て支援情報誌の定期送付につ

いて 

・LINEや SNSを活用した、目に留ま

る情報発信の方法について 

・ワークショップやアンケート調査

への積極的な参加 

ワーク２ 

教育・保育

…子どもた

ちの未来へ 

小学校 

幼稚園 

保育園 

認定こども園 

・就学前に小学生と関われる機会に

ついて 

・老朽化施設の方向性について 

・学校以外の学びの場について 

（社会の求める新しいスキル等、プ

ログラミング、お金について等） 

・施設周辺の環境整備について 

・様々な地域の方との交流促進 

・保護者の学びの機会の充実 
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（４）今後の課題 

① 今後の幼児教育にふさわしい環境について 

町立幼稚園の園児数の減少など幼児教育をとりまく状況が変化していくなかで、

今後も、充実した幼児教育を実現していくための環境整備について検討する必要が

あります。 

 

② 適正な幼稚園規模について 

今後、園児数の減少が続くと見込まれていることから、園児の集団での遊びや学

びに影響を与えることが懸念されており、町立幼稚園において一定程度の園児数を

有する学級を編制することができる幼稚園規模とする必要があります。 

 

③ 将来を見据えた適正な施設配置について 

町立幼稚園の各学級において一定程度の園児数を確保する必要があり、また各園

の園舎の老朽化が進行していることから、町立幼稚園の再配置（統合等）を視野に

入れた検討が必要となります。 

 

④ 子育て世代人口増加のための町の望ましい取組について 

本町における人口減少・少子化に歯止めをかけるため、子育て世代人口増加に向

けた子育て支援策の更なる推進が必要となります。 
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３．学校規模適正化に関する基本的な考え方 

（１）今後の幼児教育にふさわしい環境について 

今後、さらに町立幼稚園の園児数の減少が進むなど幼児教育をとりまく状況が変化

していくなかでも、充実した幼児教育が実現できるような環境を整備する必要があり

ます。 

 

＜取組の方向性＞ 

幼児教育においては、幼児が人やものなどの様々な環境と出会い、それらとのふ

さわしい関わり方を身に着けていくことが重要であるため、幼児教育における環境

は重要な役割を果たします。 

なお、文部科学省の幼稚園教育要領解説によると、幼児教育における環境は、人

的環境、物的環境、自然環境、社会環境といった環境から構成されるとされていま

す。 

人的環境とは、主に園児間の人間関係といった他者とのかかわりから成るもので

あり、園児の人格形成や社会性の育成に重要な役割を果たします。 

物的環境とは、主に園舎や遊具など園児が触れるものを指し、子どもの自主的な

活動を妨げないよう質・量や安全性が確保されている必要があります。 

自然環境とは、主に園庭や園周辺の自然に関連するものであり、動植物とのふれ

あい等が興味関心や感受性の育成に寄与すると考えられます。 

社会環境とは、主に地域住民との交流等をいい、社会的なふるまいやマナーなど

を学ぶことができます。 

ここで、文部科学省の幼稚園教育要領では、幼児教育の環境に関して「特に、他

の幼児の考えなどに触れ、新しい考えを生み出す喜びや楽しさを味わい、自ら考え

ようとする気持ちが育つようにすること。」との記載があり、幼児教育においては、

特に人的環境、すなわち園児間の人間関係といった他者とのかかわりが重要と考え

られています。 

 

【幼児教育を構成する環境】 

環境 内容 

人的環境 園児間や園児と教師間の関係性など 

物的環境 園舎や遊具・用具など 

自然環境 園庭や園周辺の自然など 

社会環境 地域住民との交流など 

 

＜今後の取組方針＞ 

幼児教育にふさわしい環境整備については、特に人的環境に留意してよりよいも

のとするための検討を進めます。 
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（２）適正な幼稚園規模について 

今後も充実した幼児教育を実現していくために、特に人的環境に留意し、園児が他

者とのかかわりの中で学ぶことができるような幼稚園規模（園児の人数規模）を検討

する必要があります。 

 

＜取組の方向性＞ 

幼稚園規模に関しては、大規模・小規模それぞれにメリット・デメリットが存在

するため、一概に優劣を判断できるものではありません。しかし、幼児教育におい

ては園児による他者とのかかわりが重要となることから、各学級において集団での

遊びや学びが経験できるよう、極端な小規模化は避けて一定程度の規模を確保する

ことが望ましいと考えられます。 

この点、保護者アンケートにおいても、回答者の 7割以上が、今後の幼児教育に

おいて望ましいと思う１学級あたりの園児数は「11～20人」と回答しています。ま

た、望ましいと思う 1学級あたりの園児数の理由として、「園児一人ひとりに目が行

き届くから」という意見が最も多くなっており、続いて「集団での遊びや学びの機

会が増えるから」となっています。したがって、保護者からも園児一人ひとりに目

が行き届く範囲で一定程度の園児数を有する学級を編制できる幼稚園規模とする

ことが望まれているといえます。 

しかし、現在町立幼稚園の各園では園児数の減少が進んでおり、特に矢吹幼稚園

及び三神幼稚園においては 1 学級で 10 人を下回る状況が見受けられており、園児

の集団での経験に影響を与えることが懸念されています。また、この園の小規模化

は今後も続くと見込まれることから、望ましいと考えられる一定程度の園児数を有

する学級を編制することができる幼稚園規模の確保に向けた検討を進めます。 

 

【園の規模に応じて想定されるメリット・デメリット】 

 園の規模が大きい 園の規模が小さい 

メリット 
・ 集団での遊びや学びの機会が増える 

・ さまざまな個性を持つ人と触れ合える 

・ 園児一人ひとりに目が行き届く 

・ 余裕をもって施設・設備を使用できる 

デメリット 
・ 園児一人ひとりに目が行き届きにくく

なる 

・ 園児間の人間関係の幅が小さくなる 

・ 園行事等のイベントが活気に欠ける 

 

 

＜今後の取組方針＞ 

町立幼稚園における各学級において集団での遊びや学びが経験できるよう、20人

程度の学級を編制することができる幼稚園規模を検討します。また、あわせて園児

一人ひとりに目が行き届くような教職員の配置等を検討します。 
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（３）将来を見据えた適正な施設配置について 

園児数の減少が続くなかで、20人程度の園児数を有する学級を編制することができ

る園とするためには、将来を見据えて町立幼稚園の適正な配置のあり方を検討するこ

とが必要となります。 

 

＜取組の方向性＞ 

中畑幼稚園、三神幼稚園においては、令和 10年度には園全体の園児数が 10人前

後になると見込まれており、望ましいと考えられる 20 人程度の園児数を有する学

級が編制できる幼稚園規模とならない可能性があります。 

したがって、将来にわたり望ましいと考えられる幼稚園規模を維持するためには、

町立幼稚園の再配置（統合等）も視野に入れた検討が必要と考えられます。 

この点、保護者アンケートにおいては、「より良い教育環境整備のためには町立幼

稚園の統合もやむを得ない」など町立幼稚園の再配置を容認する意見が半数以上見

受けられています。ただし、「各地域とつながりのある幼稚園をこのまま残してほし

い」などの現状の維持を希望する意見も 3割程度見受けられています。 

また、中央幼稚園、中畑幼稚園、三神幼稚園の園舎は築 40年が経過し老朽化が進

行していることから、ハード面も踏まえて町立幼稚園の再配置について検討を行う

ことが必要となっています。 

 

【保護者アンケート：適正な規模及び配置に向けた今後の取組の方向性】 

 

＜今後の取組方針＞ 

今後、町立幼稚園において 20 人程度の学級を編制することのできる園とするた

め、町立幼稚園の再配置を進めます。 

再配置に際しては、通園の長時間・長距離化、環境変化に伴う園児の不安、教職

員の負担増加、十分な用地確保など様々な課題が想定されることから、これらに十

分配慮し検討を行います。 

また、町立幼稚園の再配置は町民の生活に大きな影響を与える可能性があること

から、保護者や地域住民に適時に情報共有を図り、意見交換を行いながら検討を進

めることとします。 

さらに、人口減少・少子化が進めば町立幼稚園のみならず小学校においても同様

に学校規模及び施設配置の検討が必要となること、幼稚園卒園後の子ども同士の関

係に配慮すべきであることから、町立幼稚園の再配置の検討とともに小学校の再配

置についても検討を行います。  

236（56.9%）

129（31.1％）

50（12.0％）

0 50 100 150 200 250 300

再配置を容認する意見

再配置に否定的な意見

不明・その他

回答数=415
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（４）子育て世代人口増加のための町の望ましい取組について 

これまで人口減少・少子化の進行を前提として検討を行ってきましたが、根本的な

対策として町の人口減少・少子化に歯止めをかけることも重要となります。 

 

＜取組の方向性＞ 

本町では「矢吹町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき人口減少・少子化

に対する取組を行っており、出生率に関しては全国・県の平均を上回っているもの

の、まだ町の掲げる目標には至っていません。 

現在、町で実施している子育て支援策のうち、18歳までの医療費助成事業や、小

中学校給食費の半額補助及び幼保育園の副食費（おかず代）の助成、出産祝金・祝

品事業などの経済的支援の満足度が高いものの、他市町村と差別化できるような町

独自の子育て支援策が少ないとの意見がワークショップ等で見受けられており、子

育て世帯への魅力ある施策の検討が必要となっています。また、休日保育や夜間保

育など保育の拡充、障がい児に対する支援、保育園以外の乳児幼児の一時預かりが

できる場所や児童クラブ等での一時預かりの拡充、親同士の交流の場の創出、子ど

もの遊び場の整備などを希望する意見が見られました。  

以上を踏まえ、子育て世代人口増加に向けて、今後これらの意見を踏まえた子育

て支援策の拡充・見直しを行います。 

【保護者アンケート：より充実させてほしい子育て支援策】 

 

＜今後の取組方針＞ 

継続的に保護者や地域住民のニーズを把握し、効果的な子育て支援策を立ち上げ、

着実に取り組むことで、子育て世代人口の増加や出生率の向上を図ります。 

さらに、再配置により町立幼稚園を統合し新しい園を整備する場合は、子育て世

代を呼び込めるような特色のある魅力的な園とすることで、町の人口減少・少子化

への対応策とすることも検討します。 

314（75.7％）

230（55.4％）

138（33.3％）

125（30.1％）

90（21.7％）

46（11.1％）

42（10.1％）

31（7.5％）

26（6.3％）

25（6.0％）

25（6.0％）

22（5.3％）

22（5.3％）

20（4.8％）

19（4.6％）

17（4.1％）

14（3.4％）

2（0.5％）

0 100 200 300 400

18歳までの医療費助成事業

副食費（おかず代）の助成

出産祝金・祝品事業

多子世帯の幼稚園・保育園等保育料負担軽減事業

未来くるやぶきのイベント

矢吹町乳児家庭全戸訪問事業

ブックスタート

すくすく教室

やぶきっ子子育て応援ブック・子育て情報誌

矢吹町ファミリーサポートセンター

障がい児保育事業

家庭訪問型子育て支援「ホームスタート」

矢吹町子育て世代包括支援センター

保育料等のスマホ決済アプリでの納付対応

特になし

しらかわ病児保育室

子育てサークル活動支援補助金

その他

回答数=1,208（複数回答）
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４．今後の検討に向けて 

町立幼稚園の各園は保護者及び地域住民において長年利用され支援を受けてきたと

いう経緯を踏まえたうえで、地域ごとの保護者や地域住民の意見及び要望を十分に聞く

とともに、幼児教育にふさわしい環境整備に向けて、適正な幼稚園規模を確保するため、

町立幼稚園の再配置に関する具体的な規模や配置、運営形態、認定こども園化等につい

て検討を行い、町立幼稚園の適正規模・適正配置計画の策定を進めます。また、今後小

学校の適正規模・適正配置についても並行して検討を進めます。 

 

 

 

 

 

 

  

令和4年度 令和5年度以降

町立幼稚園の適正規模・

適正配置の基本方針

（本方針）の策定

町立幼稚園の適正規模・

適正配置計画

の策定

町立小学校の適正規模・

適正配置の基本方針

の策定

並行して検討
・具体的な配置内容

・学級（園）の規模

・園の運営形態・運営方針

等について検討

幼児教育にふさわしい環境整備

に向けた園の適正規模・適正配
置の方針について検討
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５．参考資料 

（１）検討委員会の構成及び開催概要 

 

１ 会議構成について 

  会議の構成は、検討員会（全体会議）を基本とし、その下部組織として２つ

の専門部会を持つこととし、部会ごとに集中的に協議検討を図る。 

  （＊設置要綱第７条） 

 

  会議構成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 委員の構成と役割について 

委員枠 人数 
全体 

会議 

幼稚園 

部会 

小学校 

部会 
その他 

学識経験者 １名 〇 〇 〇 〇 

幼稚園の保護者代表 ４名 〇 〇   〇 

小学校の保護者代表 ４名 〇   〇 〇 

各幼稚園長 ４名 〇 〇   〇 

各小学校長 ４名 〇   〇 〇 

各小学校区の 

行政区代表 
４名 〇 〇 〇  

その他教育長が 

必要と認める者 
２名 〇 〇 〇  

 

検討委員会 

（全体会議） 

専門部会 

（幼稚園部会） 

専門部会 

（小学校部会） 
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矢吹町学校規模適正化検討委員会 委員名簿 

事 務 局 名 簿 

教
育
振
興
課 

職 名 氏 名 
子
育
て
支
援
課 

職 名 氏 名 

課長 国井 淳一 課長 小椋 勲 

副課長兼指導主事 吉田 頼信 子育て支援係長 野木 陽子 

学校教育係長 加藤 康子 主査 朝野 可奈美 

副主査 渡邊 修治 主査 郷 義典 

委員枠 人数 職 名 氏 名 

学識経験者 １名 福島大学人間発達文化学類 准教授 植田 啓嗣 

幼稚園の 

保護者代表 
４名 

矢吹幼稚園 PTA副会長 平賀 和幸 

中央幼稚園 PTA会長 蛯原 勝也 

中畑幼稚園 PTA会長 國分 卓周 

三神幼稚園 PTA会長 浅川 美洋 

小学校の 

保護者代表 
４名 

矢吹小学校 PTA会長 本宮 正人 

善郷小学校 PTA副会長 根本 嘉一 

中畑小学校 PTA副会長 高久 力 

三神小学校 PTA会長 加藤 晋一 

各幼稚園長 ４名 

矢吹幼稚園長 佐藤 宏道 

中央幼稚園長 柏村 久仁子 

中畑幼稚園長 菅野 朱美 

三神幼稚園長 道又 恵理子 

各小学校長 ４名 

矢吹小学校長 関根 隆 

善郷小学校長 髙木 徹 

中畑小学校長 渡部 由美子 

三神小学校長 東城 正充 

各小学校区の 

行政区代表 
４名 

矢吹町区長会 会  長 芳賀 光男 

矢吹町区長会 副会長 大野 康統 

矢吹町区長会 副会長 青木 元博 

矢吹町区長会 副会長 小針 正喜 

その他教育長が

必要と認める者 
２名 

町議会議員（総務教育常任委員長） 芳賀 慎也 

子ども子育て会議会長 

（学校法人聖和学園理事長） 
岡村 宣 
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［会議等スケジュール］                令和 5年 3月時点 

時 期 内 容 

10月 25日 第１回矢吹町学校規模適正化検討委員会（諮問） 

11月 9日 

～11月 20日 
保護者アンケート調査 

12月 1日 第１回幼稚園専門部会 

12月 11日 ワークショップ 

１月 13日 第２回幼稚園専門部会 

2月１日 第３回幼稚園専門部会 

2月 17日 第２回矢吹町学校規模適正化検討委員会 

2月 27日 検討委員会から町へ答申 

3月 13日 

～3月 29日 
パブリックコメント 

3月 28日 住民説明会 

4月下旬 基本方針の策定 
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（２）諮問書 

４ 教 第 ９ ５ ３ 号 

令和４年１０月２５日   

 

 矢吹町学校規模適正化検討委員会会長  様   

 

矢吹町教育委員会教育長  大杉  和規  

 

 

諮  問  書  

 

 

 矢吹町立幼稚園のより良い教育環境を整備し、充実した幼児教育の実現

に資するため、下記の事項について理由を付して諮問します。  

 

記  

 

１ .諮問事項  

 町立幼稚園の適正な規模及び配置のあり方について  

 

２ .諮問理由  

 本町の町立幼稚園児数は、昭和５５年の４９４人をピークに平成元年に

は３７８人まで緩やかに減少し、令和４年現在では１９５人と平成元年か

ら半減しています。また、住民基本台帳を基に、今後の町立幼稚園児数を

推計すると５年後の令和９年には１００人を割り込むものと予想されま

す。  

 今後、町立幼稚園の小規模化は一層進み、子ども同士の人間関係や社会

性の育成、望ましい幼児教育のあり方、また園運営全般にも様々な影響を

与えることが考えられるため、アンケートやワークショップを実施し、保

護者や地域の方々の意向を受け止め、町立幼稚園の適正な規模及び適正な

配置に向けた対応を図ることにより町立幼稚園のより良い教育環境整備

を進める必要があると考えております。  

 こうしたことから、今後も町立幼稚園におけるより良い教育環境を整備

し、充実した幼児教育の実現に資するため、矢吹町学校規模適正化検討委

員会に諮問するものです。  
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（３）答申書 

 

 

答 申 書 

令和５年２月２７日 

 

矢吹町教育委員会 

教育長 大杉 和規 様 

 

矢吹町学校規模適正化検討委員会   

   会長 植田 啓 嗣        

   

  

  

 

町立幼稚園の適正な規模及び配置のあり方について（答申） 

 

矢吹町学校規模適正化検討委員会では、令和 4年 10月 25日付で矢吹町教育委員会

より「町立幼稚園の適正な規模及び配置のあり方について」の諮問を受け、幼稚園専

門部会を中心として 5回に渡る会議を開催し、審議してまいりました。 

本検討委員会は、充実した幼児教育の実現に向けた町立幼稚園の適正な規模及び適

正な配置について基本的な考え方をとりまとめましたので答申します。  
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はじめに 

少子化の進行と共働き世帯の増加等による保育所ニーズの高まりにより、町立幼稚園の

園児数は平成 20年の 289人から令和４年の 195人へと 14年間で約 7割となっている。ま

た、町立幼稚園に入園する園児数は令和４年度の 54人から３年後の令和７年度には約 35

人になると見込まれている。 

今後、町立幼稚園の各園の園児の少人数化、子ども同士の人間関係や社会性の育成、望

ましい幼児教育のあり方、また園運営全般にも様々な影響を与えることが考えられる。こ

のような状況を背景として、今後の充実した幼児教育の実現に向けた町立幼稚園における

より良い教育環境整備のため、町立幼稚園の適正な規模及び適正な配置に向けた検討が必

要となっている。 

 

町立幼稚園の規模、配置に関する基本的な考え方 

1. 今後の幼児教育にふさわしい環境について 

矢吹町教育大綱の基本理念として「緑豊かな大地に主体的に生きる心豊かな人間の育

成」を掲げており、この理念に基づく幼児教育を行っていくためには、将来にわたり子

どもにとってより良い教育環境を整備することが重要となる。 

今後の幼児教育にふさわしい環境整備については、人的環境、物的環境、自然環境と

いった面から検討を行う必要がある。人的環境においては園児間の関係性等に配慮した

適切な学級規模の検討、物的環境においては園舎や遊具等の老朽化対策、自然環境にお

いては町の豊かな自然を活かした教育環境の整備が望まれる。 

今後、町立幼稚園の小規模化が見込まれるなかでは、これらの課題を的確に捉えて、

適切な判断により幼稚園の規模及び配置の適正化を進める必要がある。 

 

2. 適正な幼稚園規模について 

今後の幼児教育にふさわしい環境づくりを進めるにあたり、幼稚園規模が子どもにと

って適正である必要がある。 

現在、各園、特に矢吹幼稚園、中畑幼稚園、三神幼稚園においては園児の少人数化が

進んでおり、1学年が 10人を下回る状況が見受けられる。 

また、保護者アンケートにおいても、回答者の 7割以上が、今後の幼児教育において

望ましいと思う１学級あたりの園児数は「11～20人」と回答し、その理由としては「園

児一人ひとりに目が行き届くから」という意見が多く見受けられており、一人ひとりに

目が行き届く範囲で一定の園児数を有する学級を配置できる幼稚園規模が望まれてい

る。 

こうしたことから、各園の園児の少人数化により、運動会や発表会等の行事が成り立

たなくなることや、集団での教育や学びの幅の縮小、子ども同士・保護者同士等の人間

関係が固定化（限定的）になることが懸念されることから、20人程度の学級を編制でき

る幼稚園規模とする必要がある。あわせて、園児一人ひとりに目が行き届くような教職

員の配置等を検討する必要がある。  
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3. 将来を見据えた適正な施設配置について 

園児数の減少が進むなか、上記２．のとおり、幼児教育にふさわしい環境を作るため

には一定程度の園児数を有する学級を編制することが必要である。それを実現させるた

めには現在の町立幼稚園の各園を統合することが適切であり、統合によって幼稚園の魅

力を増大させ、適正な規模に近づけることが可能である。 

しかし、保護者アンケートにおいて、「より良い教育環境整備のためには町立幼稚園

の統合もやむを得ない」など再配置を容認する意見が半数以上となったものの、「各地

域とつながりのある幼稚園をこのまま残してほしい」などの現状の維持を希望する意見

も 3割程度みられることから、保護者や地域住民に適時に情報共有を図り、意見交換を

行いながら理解を深める必要がある。 

また、施設配置にあたっては、通園の長時間・長距離化、環境変化に伴う園児の不

安、教職員の負担増加、十分な用地確保など様々な課題が想定されることから、町及び

教育委員会においてはこれらに十分配慮し検討を行う必要がある。 

さらに、人口減少・少子化が進めば町立幼稚園のみならず小学校においても同様に学

校規模及び施設配置の検討が必要となること、幼稚園卒園後の子ども同士の関係に配慮

すべきであることから、町立幼稚園の再配置の検討とともに小学校の再配置についても

検討を行う必要がある。 

 

 

4. 子育て世代人口増加のための町の望ましい取組について 

平成 27年度策定の「矢吹町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき人口減少・

少子化に対する取組を行っており、出生率に関しては全国・県の平均を上回っているも

のの、まだ町の掲げる目標にはいたっていない。 

現在、町で実施している子育て支援施策のうち、18歳までの医療費助成事業、小中学

校給食費の半額補助及び幼保育園の副食費（おかず代）の助成、出産祝金・祝品事業な

どの経済的支援の満足度が高いものの、他市町村と差別化できるような町独自の子育て

支援施策が少ないとの意見が出されており、子育て世帯への魅力となる施策の検討が必

要である。  

また、休日保育や夜間保育など保育の拡充、障がい児に対する支援、保育園以外の乳

児幼児の一時預かりができる場所や児童クラブ等での一時預かりの拡充、親同士の交流

の場の創出、子どもの遊び場の整備などを希望する意見もみられる。 

保護者や地域住民のニーズを踏まえて効果的な子育て支援施策を立ち上げ、着実に取

り組むことで、子育て世代人口の増加や出生率の向上に期待したい。 

さらに、再配置により町立幼稚園を統合し新しい園を物的環境として整備する場合

は、他自治体から子育て世代を呼び込めるような特色のある魅力的な園とすることで、

町の人口減少・少子化への効果的な対応策としても期待できる。  
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おわりに 

現在の町立幼稚園の各園は保護者や地域住民において長年利用され支援を受けてきたと

いう経緯を踏まえたうえで、地域ごとの保護者や地域住民の意見や要望を十分に聞くとと

もに、検討状況等について情報共有を行いながら検討を進める必要がある。 

町立幼稚園の適正規模及び適正配置に関する具体的な方針や計画については、引き続き

協議を実施し、保護者や地域住民との意見交換を行ったうえで検討を進めていただきた

い。 
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（４）保護者アンケート結果 

 

設問１ 

お住まいの地域はどの幼稚園の学区ですか（１つ選択） 

 

設問 2 

お住まいの地域はどの幼稚園の学区ですか（１つ選択） 

 

  

215名

51.8％

89名

21.4％

62名

14.9％

49名

11.8％

中央幼稚園 矢吹幼稚園 中畑幼稚園 三神幼稚園

回答者

415名

195（47.0％）

109（26.3％）

104（25.1％）

55（13.3％）

50（12.0％）

6（1.4％）

2（0.5％）

0 50 100 150 200 250

小学生の保護者

町立幼稚園（矢吹幼稚園、中央幼稚園、

中畑幼稚園、三神幼稚園）

の在園児の保護者

町内の認定こども園（認定こども園ポプラの木、

認定こども園野のはな）の在園児の保護者

幼稚園や保育園等を利用していない児童の保護者

町内の保育園・小規模保育施設

（矢吹町ひかり保育園、イマジン・レインボー、

サンライズキッズ保育園矢吹町園）の在園児の保護者

町外の幼稚園・保育園等の在園児の保護者

その他

回答数=521（複数回答）
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設問 3 

園児数が減少し幼稚園が小規模化するなかで不安な点はありますか（当てはまるもの

を選択） 

 

設問 4 

今後の幼児教育において望ましいと思う１学級あたりの園児数を回答ください（１つ

選択） 

 

 

 

  

196（47.2％）

165（39.8％）

165（39.8％）

66（15.9％）

49（11.8％）

0 50 100 150 200 250

運動会や発表会等の行事が成り立たなくなる

教育や学びの幅が小さくなる

園児間のつながりが希薄になる

相談できる保護者や教員が少なくなる

その他

回答数=641（複数回答）

312（75.2％）

52（12.5％）

48（11.6％）

3（0.7％）

0 50 100 150 200 250 300 350

11～20人

10人以下

21～30人

31人以上

回答数=415
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設問 5 

前問で回答いただいた１学級あたりの園児数について、そのように回答された理由を

お聞かせください。あなたのお考えに近いものはどれですか（３つまで選択） 

 

 

設問 4と設問 5のクロス集計 

  

7.3%

27.2%

44.2%

12.5%

8.9%

13.1%

12.5%

4.1%

4.3%

2.9%

7.9%

19.2%

25.0%

22.0%

11.9%

3.8%

25.0%

23.6%

14.6%

3.8%

37.5%

30.9%

16.3%

1.0%

3.3%

4.0%

10.6%

0.6%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

31人以上

21～30人

11～20人

10人以下

園児一人ひとりに目が行き届くから 学級内の園児の絆が強まるから

園行事での活躍の場が多くなるから 施設・設備を余裕を持って利用できるから

学級内での人間関係の幅が広がるから さまざまな個性を持つ友達と触れ合い、互いに切磋琢磨できるから

集団での遊びや学びの機会が増えるから 教員の数が増えることで多様な教育を受けやすくなるから

その他

271

（65.3％）

171（41.2％）

151（36.4％）

129（31.1％）

127（30.6％）

83（20.0％）

47（11.3％）

42（10.1％）

7（1.7％）

0 50 100 150 200 250 300

園児一人ひとりに目が行き届くから

集団での遊びや学びの機会が増えるから

さまざまな個性を持つ友達と触れ合い、互

いに切磋琢磨できるから

学級内の園児の絆が強まるから

学級内での人間関係の幅が広がるから

施設・設備を余裕を持って利用できるから

教員の数が増えることで多様な教育を受け

やすくなるから

園行事での活躍の場が多くなるから

その他

回答数=1,028（複数回答）
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設問 6 

町立幼稚園の適正な規模及び適正な配置に向けた今後の取組の方向性についてあな

たのご意見をお聞かせください（当てはまるものを選択） 

 

 

※設問 6の結果を一部加工し意見集約 

 

 

 

 

 

 

200（48.2％）

120（28.9％）

83（20.0％）

82（19.8％）

29（7.0％）

7（1.7％）

0 50 100 150 200 250

より良い教育環境の整備のためには、

幼稚園の統合もやむを得ない

園児の増減に関係なく、可能な限り現在の

幼稚園の配置を変えないことが望ましい

より良い教育環境の整備を目指し、積極的に幼稚

園の統合を検討することが望ましい

幼稚園を認定こども園化することが望ましい

園児の増減に関係なく、現在の

幼稚園の配置を変えるべきではない

その他

回答数=521（複数回答）

236（56.9%）

129（31.1％）

50（12.0％）

0 50 100 150 200 250 300

再配置を容認する意見

再配置に否定的な意見

不明・その他

回答数=415
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設問 1と設問 6のクロス集計 

 

 

設問 4と設問 6のクロス集計 

 

 

  

6.1%

4.4%

13.3%

21.2%

22.2%

33.3%

42.9%

25.8%

14.7%

10.0%

28.6%

31.8%

42.5%

20.0%

28.6%

12.1%

15.7%

18.3%

3.0%

0.5%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

31人以上

21～30人

11～20人

10人以下

園児の増減に関係なく、現在の幼稚園の配置を変えるべきではない

園児の増減に関係なく、可能な限り現在の幼稚園の配置を変えないことが望ましい

より良い教育環境の整備を目指し、積極的に幼稚園の統合を検討することが望ましい

より良い教育環境の整備のためには、幼稚園の統合もやむを得ない

幼稚園を認定こども園化することが望ましい

その他

12.3%

4.8%

5.1%

3.7%

38.6%

24.1%

19.3%

23.4%

10.5%

13.3%

16.1%

20.6%

31.6%

34.9%

41.2%

37.4%

7.0%

16.9%

17.9%

14.0%

6.0%

0.4%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

三神幼稚園

中畑幼稚園

中央幼稚園

矢吹幼稚園

園児の増減に関係なく、現在の幼稚園の配置を変えるべきではない

園児の増減に関係なく、可能な限り現在の幼稚園の配置を変えないことが望ましい

より良い教育環境の整備を目指し、積極的に幼稚園の統合を検討することが望ましい

より良い教育環境の整備のためには、幼稚園の統合もやむを得ない

幼稚園を認定こども園化することが望ましい

その他
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設問 7 

町立幼稚園の適正な規模及び適正な配置に関してご意見・ご提案等ございましたらご

自由に記入ください（自由記述） 

 

 

 

 

 

  

主なご意見

再配置を

容認する

意見

• 人口減少、少子化が進む中で統合は避けられない

• 三神、中畑幼稚園などは矢吹幼稚園などと統合してはどうか

• 人数の縮小だけでなく、施設の運営の維持費、老朽化も考えられること

から、幼稚園を統合し、施設や設備、遊具、備品にお金をかけ、先生た

ちの給料も上げて安全で充実した保育を行って欲しい

• 小規模な幼稚園に登園していると小学校に上がったときに友達関係で

悩む

• 小規模な園では保護者の負担（幼稚園のボランティア活動への参加

等）も大きい

• 幼稚園や小学校の学区を再編または自由学区の設定をした方がよいの

ではないでしょうか

再配置に

否定的な

意見

• 幼稚園を統合したとしても、結局小学校でそれぞれの地区で振り分けら

れるならば、一時的に統合するというのは、環境の変化に不安を感じる

• 地域性を大事にしていた町立幼稚がなくなる寂しさはある。また、人数が

増えた場合目が行き届かないこと、園までの距離も遠くなると通園も大

変

その他

（町への希

望など）

• 園児数を考えてもこども園化した方が園児にとってもいい。他市町村でも

増えている

• 統合するならば、それに見合った教諭の配置をしてほしい

• 送迎が困難な家庭に配慮してほしい

• 卒園後の繋がりが途絶えないよう、小学校の統合もあわせて考えて欲し

い

• 同時に給食についても検討してほしい。食育の点からも弁当給食になら

ないようにしてほしい

• 幼稚園の預かり時間の延長と土曜日の預かり保育を希望します

• 統合するとしたらどのあたりになるかなど情報提供を希望する

• 中畑、三神地区には保育園がないので、子ども園にすれば人数が増え

るのでは
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設問 8 

町で実施している子育て支援施策のうち、満足度の高い施策を回答ください（当ては

まるものを選択） 

 

設問 9 

町で実施している子育て支援施策のうち、より充実させてほしい施策を回答ください

（当てはまるものを選択） 

314（75.7％）

230（55.4％）

138（33.3％）

125（30.1％）

90（21.7％）

46（11.1％）

42（10.1％）

31（7.5％）

26（6.3％）

25（6.0％）

25（6.0％）

22（5.3％）

22（5.3％）

20（4.8％）

19（4.6％）

17（4.1％）

14（3.4％）

2（0.5％）

0 100 200 300 400

18歳までの医療費助成事業

副食費（おかず代）の助成

出産祝金・祝品事業

多子世帯の幼稚園・保育園等保育料負担軽減事業

未来くるやぶきのイベント

矢吹町乳児家庭全戸訪問事業

ブックスタート

すくすく教室

やぶきっ子子育て応援ブック・子育て情報誌

矢吹町ファミリーサポートセンター

障がい児保育事業

家庭訪問型子育て支援「ホームスタート」

矢吹町子育て世代包括支援センター

保育料等のスマホ決済アプリでの納付対応

特になし

しらかわ病児保育室

子育てサークル活動支援補助金

その他

回答数=1,208（複数回答）

127（30.6％）

127（30.6％）

127（30.6％）

98（23.6％）

86（20.7％）

57（13.7％）

49（11.8％）

39（9.4％）

34（8.2％）

32（7.7％）

24（5.8％）

23（5.5％）

20（4.8％）

15（3.6％）

13（3.1％）

10（2.4％）

9（2.2％）

14（3.4％）

0 50 100 150 200

出産祝金・祝品事業

副食費（おかず代）の助成

18歳までの医療費助成事業

多子世帯の幼稚園・保育園等保育料負担軽減事業

特になし

しらかわ病児保育室

障がい児保育事業

未来くるやぶきのイベント

矢吹町子育て世代包括支援センター

矢吹町ファミリーサポートセンター

すくすく教室

保育料等のスマホ決済アプリでの納付対応

子育てサークル活動支援補助金

家庭訪問型子育て支援「ホームスタート」

やぶきっ子子育て応援ブック・子育て情報誌

ブックスタート

矢吹町乳児家庭全戸訪問事業

その他

回答数=904（複数回答）
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設問 10 

今後、実施してほしい子育て支援策がありましたらご記入ください（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 主なご意見

ソフト

補助金・助成金による支援

• 給食費の全額無償化

• 予防接種2回目以降の補助

• 児童手当の18歳までの延長

• 子育て世代への給付金

• 多子世帯への助成金

• 出産祝金が使える店舗を増やしてほしい

（現状ドラッグストアでは使えない）

• 0から2歳児の保育料金の補助

• 所得制限なしのおむつ券支給

• 小学校入学にかかる金額の負担

一時預かりの拡充

• 保育園以外の乳児幼児の一時預かりがで

きる場所

• 小学生の児童クラブの一時利用（親の通

院などやむ得ない事情の場合）もしくはそ

れに代わるココットにての一時預かりなど

• 放課後児童クラブの早朝預かり

• 一時保育可能な施設を増やし、一時保

育の料金を減額してほしい

• 土日祝日等働いている親を持つ子を預か

る制度を考えて欲しい

親同士の交流の場の創出

• 赤ちゃんとそのママが交流できる場所がもう

少し増える

• 子育てサークルの充実

• 子育て世代のママたちが子供を連れて行け

る親子カフェがほしい

ハード

子どもの遊び場の整備

• 遊具が充実した公園があれば嬉しい

• 公園の充実(遊具や芝生の広場)

• 室外遊具の拡充

• 公園が無いため皆私道や普通の道路で遊

んでしまっています

その他

• 保育士、教師の労働環境・賃金の改善

• 学校の行事などへのシルバー人材の活用

• メールやLINEでの町からの積極的な情報

発信

• 商品券の抽選は応募に間に合わないため

やめてほしい

• 県立矢吹病院との連携（学校や幼稚園

の中でスキルトレーニングが週単位で行える

環境の提供）

• 個人医院の誘致。特に小児科、皮膚科、

耳鼻科

• 4ヶ月検診から1歳児健康相談の間の検

診をやって欲しい

• 発達障害児（特に支援が未熟なグレー

ゾーン）に対するSSTの場の提供

• 小さい子のみの支援が多い。中学校や高

校に行ってからの方が多様にお金がかかる

のでそっちももう少し考えてほしい
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（５）ワークショップ結果 

 

■ワーク１ 「町の子育て支援策について」 

 基本的な支援策、主に経済面（児童手当、医療費、給食費副食費助成、出産祝金）は充実

しているという良い意見がある反面、他市町村と差別化できるような町独自の支援策が少

ないとの意見もありました。父親を対象とした支援、子育てに必要な物品（オムツ提供、チ

ャイルドシート等のレンタル、服のリサイクルなど）の支援があれば良いという意見や、急

に児童を預けなければならない時にも対応できるようにしてほしいとの意見がありました。 

 交流の場や楽しい場所については、未来くるやぶきのイベントが充実していることや認

定こども園の子育て支援室の利用面で良いという意見のある一方で、児童の遊べる場所が

まとまっておらず、場所の有効活用がされていないという意見や、親子で参加できるイベン

ト、同じ子育て世代や多世代と気軽に交流・相談できる機会があれば良いとの意見がありま

した。 

 子育て支援に関する情報については、情報に対するアンテナを高くした場合だけ情報を

得ることができる現状であるとの意見があり、LINE や SNS での情報発信、子育てアプリ

の内容の充実を希望する意見がありました。 

 

＜今後検討していくこと＞ 

カテゴリー 行政 協働 

子育て支援策 

・子育て世代に寄り添った育児関 

連物品の支援について 

・預かり保育制度の理解及び利用

普及について 

・予防接種助成拡充について 

・使わなくなった育児関連物品の

提供 

・父親を対象とした子育て支援策

はどのようなものがあるか意見

をもらいながら考える 

・子どもの居場所（子ども食堂な

ど）さらなる拡充を進める 

交流・相談 

の場 

・子育て関連施設での相談体制の

充実化について 

・子ども家庭総合支援拠点の整備 

・同世代の子育て世代や地域のお

年寄りとの触れ合いの機会づく

り 

・子育てサークル活動による交流

の場づくり 

情報発信 

・子育て支援情報誌の定期送付に

ついて 

・LINE や SNS を活用した、目に

留まる情報発信の方法について 

・ワークショップやアンケート調

査への積極的な参加 

※ワークショップに参加していない方にも読みやすいよう、一部表現の修正や内容の補足をしています。 
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■ワーク２ 「教育・保育・・・子どもたちの未来へ」 

 各施設へのイメージについて、小学校については、先生が少ない中でも工夫して指導を

進めている、小規模校に行くほど先生と子どものつながりが強い、施設が古いとの意見が

ありました。幼稚園については、少人数クラスながらも教諭の配置がしっかりなされ、用

務員の方もいるので環境整備もよく目が届いている、保護者は協力的で園長先生の指導が

すばらしいという良い意見や、施設や遊具が古く老朽化しているという意見もありまし

た。認定こども園については、先生たちがいきいきとしている、新しいことにチャレンジ

しているという意見、全体的には、駐車場が足りない、老朽化しているとのイメージの意

見がありました。 

 多様なニーズへの対応、望ましい環境について、ソフト面では施設間での交流や、親の

学びの機会の充実、小学生以上に学校以外の学びの場があれば良い、転校生へのサポー

ト、幼稚園と保育園との差をなくしてほしいとの意見がありました。ハード面で施設周辺

の街灯が少ない、通学路にゴミが散乱している場合があるとの意見がありました。 

 

＜今後検討していくこと＞ 

カテゴリー 行政 協働 

小学校 

幼稚園 

保育園 

認定こども園 

・就学前に小学生と関われる機会

について 

・老朽化施設の方向性について 

・学校以外の学びの場について

（社会の求める新しいスキル等、

プログラミング、お金について等） 

・施設周辺の環境整備について 

・様々な地域の方との交流促進 

・保護者の学びの機会の充実 

※ワークショップに参加していない方にも読みやすいよう、一部表現の修正や内容の補足をしています。 

 

 


